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7:00 ホテルロビー集合 

ホテルでの最後の朝食を済ませ、重くなったスーツケースと共にホテルを出発した。 

 

8:30 Yogyakarta Kulon Progo International Airport 到着 

10 日間お世話になったドライバーさんと最後に写真を撮り、別れを告げ、シンガポールへ

向かうべく諸々の手続きを済ませた。スーツケースの重量制限に皆戦々恐々としていた

が、重量オーバーすることなく通過。空港内でアンデス先生がおすすめしていたお土産を

発見し購入したり、壁にジョグジャカルタの街並みが描かれている様子を写真に収めたり

するなど、最後の最後までインドネシアを堪能した。 



 

 

10:30 Yogyakarta Kulon Progo International Airport 出発 

シンガポールへ向けて出発した。機内食は 2 種類あり、選べた人と選べなかった人がい

た。私は後者で、キノコとサラミ、鶏肉、栗の炊き込みご飯のようなものが出た。私の近

くに座っていた 2 人はカボチャがメインのものだったようだ。ひと足早く秋を感じること

が出来た。 



 

 

13:40 Singapore Changi International Airport 到着 

 

14:30 Singapore Changi International Airport 出発 

シンガポール植物園に向けて空港から出ているバスで出発した。前乗り後ろ降りだった

り、クレジットカードが Suica のように使えたりするところが新鮮だった。途中でバスか

ら地下鉄に乗り換えたが、地下鉄でもクレジットカードを使うことが出来た。都心のよう

な複雑な地下鉄網だったが、近くの人が乗り換えの駅を教えてくれて無事到着した。 



 

15:45 Singapore Botanic Gardens 到着 

シンガポール唯一の世界遺産であるシンガポール植物園は、1859 年に開園、2015 年に文

化遺産として登録された。園内はとても広く、原種と交配種を合わせた約 3000 種、6 万本

以上のランが咲き誇るナショナル・オーキッド・ガーデンや、約 250 種の生姜を栽培する

ジンジャー・ガーデン、複数の湖など見所が多い。 

到着してからは 1 時間ほど自由時間となったため、ナショナル・オーキッド・ガーデンを

目指して園内を散策した。道中でベンガルオオトカゲという大きなトカゲやカメ、様々な

種類の鳥などを見たり、遊歩道に生えた日本では見られない熱帯植物に圧倒されたりしな

がら進んだ。時間の都合で中には入らなかったが、ナショナル・オーキッド・ガーデンの

入口で写真を撮ったり、ショップでお土産を見たりして過ごした。帰りは道に迷ってしま

い集合時間に遅れるというハプニングもあったが、インドネシアとはまた違う植物を見る

ことができていい経験になった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

17:10 Singapore Botanic Gardens 出発    

 

18:15 Singapore Changi International Airport 到着 

空港に着いてからは自由時間となった。各々睡眠をとったり空港内を散策したりした。私



は小腹が空いていたのでフードコートにあった中華料理店で小籠包を食べた。インドネシ

アには無かった食べ慣れた味を久しぶりに感じ、どこか安心感を覚えた。その後空港内の

お土産を見て回った。値段を見て円換算すると円安の影響を肌で感じた。インドネシア帰

りということもあり、余計にシンガポールの物価の高さを思い知った。また、様々な植物

や魚がいたり、動く動物の模型があったりとここでも自然の豊かさ、熱帯特有の華やかさ

を味わうことが出来た。さらに驚いたのは AI やロボット、デジタルを駆使したコンテン

ツが多くあったことである。中でも印象に残っているのは、2 本のロボットアームが注文

が入ったカクテルを自動で作っていたブースだ。お酒を選んで注いだり、シェイカーを振

ったりとテクノロジーの進化に驚かされた。 

 



23:55 Singapore Changi International Airport 出発 

成田空港に向けて出発した。朝ご飯として機内食が照り焼きチキンかスクランブルエッグ

か選ぶことが出来た。フルーツやヨーグルトも出て豪華だった。また、体感では行きと異

なり機内がとても寒く、北へ戻っているのを肌で感じた。 

 

 

8:00 成田空港 到着 

空港ではマリオのキャラクターたちが出迎えてくれた。各国の言語で「日本へようこそ」

と書かれている中、日本語では「おかえりなさい」と書かれているところに日本の気遣い

とホスピタリティを感じ感動した。 



9:00 解散 

先生から簡単な挨拶と今後の予定の確認があった後、集合写真を撮って解散となった。 

 

 

 


